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職場欲求について:鉄 鋼関連企業従業員および

企業派遣短期大学生を中心 として

1.序 論

職場で働 くことに我々は何を求め,何 を望ましいと考えているのであろうか。職場欲求 と

は,単 に労働者個人が自らの職務その ものに求めているものだけではなく,各 人の置かれて

いる社会環境や自らの価値観 との関係で職場に働 くことを通 して満たそうとする欲求のこと

である。当厨究は職場欲求をE.H.シ ェイン(1965)に したがって合理的経済的側面,社 会

的側面,自 己実現的側面の3側 面から理解 しようとするものである。

職場欲求の合理的経済的側面は自己の経済的利益を追求す ることに関わる側面である。こ

こでは略 して経済的側面と呼ぶ ことにする。社会的側面は人間関係,社 会参加,社 会的寄与

に関わる側面である。そして,自 己実現的側面は自尊,自 律,能 力発揮に関わる側面である。

これらの側面が相互 にどのように関係 し合っているのか,ま たこれらの側面は勤続年数や学

歴によっていかに相違するのか,ま た,こ れ らは経済的,社 会的環境によってどのよ うに変

化するのであろうか。

わが国では,昭 和47年 の第1次 オイルショック以来,産 業構造が大きく変わ り,合 理化が

押 し進められてきた。その後,特 に昭和60年9月 の先進5力 国蔵相 ・中央銀行総裁会議(G

5)を きっかけとした急激な円高は,重 厚長大型産業の行 き詰まりを決定的なものに した と

言われている。さらには,貿 易摩擦,脱 工業社会,構 造的不況め進展に伴い雇用形態 も変化

してきている。人員削減,配 置替え,出 向,年 功的賃金体制の見直 し,再 教育やキ ャリア開

発制度の導入等である。さらには産業 ロボットの導入や高度の自動化(ME化)に よって作

業形態の変化 も著 しい。これ らの変化は製造業,と りわけ鉄鋼関連企業で顕著である。他方,

消費社会化,大 衆の意識の多様化に伴い自己実現的欲求が高揚 してきているとも言われてい

る。

このような経済的,社 会的背景のもとに,最 近の鉄鋼関連企業従業員の職場欲求 はいかな

るものとなっているのか,ま た企業の行 う再教育制度の一っとして大学に派遣 された従業員

の職場欲求はいかなるものであるのか,さ らに職場欲求にどのような変化が見 られるのか。

当研究はこのような観点から職場欲求の実態を把握 して今後の研究の指針を得ようとするも

のである。
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皿.調 査 目的

当研究 の目的は,職 場欲求を先述の経済的側面,社 会的側面,自 己実現的側面の三側面か

ら明 らかにすることである。具体的には以下のとおりである。

① 最近(昭 和60年 調査)の 鉄鋼関連企業従業員の職場欲求の実態を把握すること。そこ

では,全 体的傾向に加えて,勤 続年数,役 職 学歴による職場欲求の相違,そ して補足

的に企業規模による職場欲求の相違を明 らかにする。

② 企業派遣生(高 校卒業の従業員で再教育のために工業系短期大学に派遣された者)の

職場欲求を明 らかにす ること。企業からの大学への従業員派遣制度は今後に渡 って従業

員の再教育上重要な意味をもつ。特に,職 場欲求が,派 遣されていない一般従業員 とど

の様な点において相違す るのか,ま た,将 来に渡ってどの様 な変化の可能性があ るのか

ということが重要 となる。 したがって,こ こでは一般従業員 と企業派遣生 との職場欲求

の相違,お よび企業派遣生の職場欲求の最近の変化(昭 和60年 調査 と63年調査との相違)

を明 らかにす る。

当研究は予備調査的な性質のものであるが,以 上の2点 か ら今後の研究のための問題

点を明 らかにし,指 針を得ようとするものである。

皿.方 法

調査用紙問紙:職 場欲求の実態を調査するために,太 城(1983)に 基づいて,表1の よ う

な質問紙を作成 した。表中の質問項目1-6は 経済的側面,項 目7-12は 社会的側面,項 目

13-18は 自己実現的側面に関連するものとされている(太 城,1983)。 調査実施にあたっては,

まず18項 目中で望ましい職場,仕 事の特性 として10項 目を選択させる。そして,選 択 された

10項 目にっいて特に重視する5項 目に重視度順に1番 一5番 の番号をっけさせる。すなわち,

単に重視するものを選択させるだけではなく,個 々の項 目の重視の程度をも測定 しよ うとす

るものになっている。

解析方法 まず各項目の選択率を求める。っついて,重 視度順位をもとに各項目の重 みづけ

(これを重視度得点 と呼ぶことにする)を 求める。この重視度得点を中心に検討することと

なる。各項 目の重視度得点は以下のようにして求めた。
う

重 視 度 得 点=Σn(i)×(6-i)/N
i=1

i:重 視度順位

n(i):該 当項目の重視度をi番と回答 した者の人数

N:各 群の全調査対象者数
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表1.調 査用質問紙

職 種 役 職 名 勤 続 年 数 年 齢 性 別 学 歴

あなたにとって望ましい仕事 ・職場を次の中か ら10個選 び、特に重要視する5個 に順位を

つけて下さい。

項 目 10ケ 順位

1 収入の多い仕事

2 安定性のある仕事

3 休暇 ・休憩 の多い仕事

4 労働環境の良い職場

5 福利施設の整った職場

6 能率給の仕事

7 社会的評価の高い職場

8 奉仕的な仕事

9 人間関係の良い職場

10 家庭生活と両立する職場

11 年功制をとる職場

12 協力して働く仕事

13 責任を持って自律的に働く仕事

14 達成感の持てる仕事

15 能力発揮の出来る仕事

16 変化の多い仕事

17 性格 ・興味の生かせる仕事

18 道義性をそ こなわ ない仕事

っついて,上 述の3側 面各々の重視度得点を各側面に含まれる項 目の重視度得点の和 か ら求

めた。(全項目の重視度得点の和は15に なる。)

調査対象 と調査時期:以 下の企業従業員,企 業派遣短期大学生を対象 として,昭 和60年 と

63年 に調査を実施 した。

i)企 業従業員:男 子604名,調 査時期:昭 和60年8月 。対象 とした企業は関西の鉄鋼関

連企業4社(大 企業SK社227名,大 企業KS社98名,中 企業SKK社90名,中 企業OS社189名)

である。調査対象者の内訳 は以下のとおりである。平均年齢:30歳10カ 月(18-55歳),平

均勤続年数:11年10カ 月(4カ 月一40年)。 学歴:中 学校卒業者与4名,高 校卒業者494名,大
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学卒業者54名 。

(小学校卒業者が2名 あったが少数であるので解析対象 とは しなかった。)職 種:事 務職

143名,技 能職461名 。役職:管 理職151名,一 般職453名 。

i)企 業派遣短期大学1年 生(男 子),昭 和60年6月 調査実施:57名 。平均年齢29歳3カ

月(19-42歳),平 均勤続年数11年6カ 月(1-24年),全 ての者が高校卒業者である。

企業派遣短期大学1年 生(男 子),昭 和63年6月 調査実施:41名 。平均年齢29歳4カ 月

(19-40歳),平 均勤続年数11年8カ 月(1-22年),全 ての者が高校卒業者である。

IV.結 果

付表に各項目の選択率および重視度得点を示す。

1.企 業従業員の職場欲求

1-1.:全 体的傾向

(1>職 場欲求の構成比

図1に 職場欲求の3側 面の相対選択率 と相対重視度を示 した。相対選択率 は各側面に含 ま

れる全項目の選択率合計の比率を百分率で示 したものである。相対重視度 は各側面の重視度

得点合計の比率を百分率で示 したものである。

当研究で調査対象 とした鉄鋼関連大中企業の従業員の職場欲求 は,選 択率からすると経済

的側面,社 会的側面,自 己実現的側面に各々39,79,26.70,33.68%と いう構成比,ま た重視

度か らすると各々52.87,23.66,23.46%と いう構成比を示 している。

相対百分率

0'150100

相対選択率

相対重視度

凡 例

醗 ヨ 経済的側面
睡璽 社会的側面
■■ 自己実現的側面

図1.企 業一般従業員の職場欲求の側面別相対選択率と相対重視度(昭和60年調査)

ところで,各 側面に対する重みづけが等 しければ,相 対選択率 と相対重視度 の値 は等 しく

なるはずである。 しか し,図 に示 されているように,例 えば経済的側面では相対選択率 に比

べて相対重視度の値が大きくなっている。(社会的側面 と自己実現的側面にっいては,逆 に

相対重視度の値が小さくなっている。)このことは,経 済的側面に含 まれる項 目に対する重
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みづけが他の側面に含まれる項目への重みづけより高いことを示 し,相 対重視度が,よ り実

際的な職場欲求の実態を反映するものであると言える。したがって,以 下全般に渡って重視

度得点に注目して検討いく。

② 各項 目別の検討

図2に 側面別,図3に 各側面内での項 目別の重視度を示す。図2の ように,職 場欲求を側

面別 にみると経済的側面の重視度が高い。この内訳を見ると(図3),収 入,安 定性が際だっ

た高得点を示 してお り,こ れらに労働環境がっついている。っぎに重視度のほぼ等 しい社会

的側面と自己実現的側面を見る。社会的側面内では人間関係が際だって重視されており,逆

に奉仕性,年 功制はほとんど無視されている。他方,自 己実現的側面内では能力発揮,達 成

感,責 任が高得点を示 している。逆に変化性は低得点を示 し,先 の安定性の高得点に符合す

るものがみられる。ところで自己実現的側面では,経 済的側面や社会的側面 ほどに際だった

高得点を示す項 目は見 られない。このことは,経 済的側面や社会的側面ではよ り実際的,現

実的に問題や欲求を感 じやすいが,自 己実現的側面では比較的漠然 とした問題や欲求 をもつ

ことを示唆するものと思われる。

っぎに全項目での重視度順位5位 までみると,
9

1.収 入,2.安 定性,3.人 間関係,4.労

働環境,5.能 力発揮となっている。1,2位

は生活するための経済的安定性に,3,4位 は

人間的,物 理的な職場環境の良さに関わ り,ま

ず生活の安定性が保証 され,次 に日々の労働を

心理的,身 体的に安定 して安全に行えることを

望み,こ れ らの後に能力発揮という自己実現的

側面に目が向けられているようである。この結

果はマズローの欲求階層説にほぼ符号するもの

と思われる。当結果では,労 働による獲得制,

すなわちより現実的な労働の道具性が優位に立 っ

ているように思われる。(マ ズローの要求階層

説では,安 全(こ こでは労働環境)へ の要求が

8

7

6

5

4

3

2

下

0

重

視

度

得

点

職場欲求の側面

図.企 業一般従業員の職場欲求の

側面別重視度(昭 和60年 調査)

所属(こ こでは人間関係)へ の要求よりも高順位 に位置づけられている。 しか し,当 調査対

象 となった企業では労働環境が劣悪なものではない。故に,マ ズローの欲求階層説での順位

と当結果での順位が一致 していないものと考えられる。)

以上,職 場要求の全体的傾向として,経 済的側面の重視度が高 く,安 定性を強 く求 めてい

ることが示された。次に従業員の属性別に検討する。
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度視厘別目項●内面側各の求欲場職の員業従般一業企翫図

1-2.勤 続年数か らみた職場欲求

図4に 職場欲求の全体的傾向を勤続年数別に示す。図のようにどの勤続年数層においても

経済的側面が最 も重視されている。しかし,勤 続年数21-30年 層において経済的側面の重視

度が他の勤続年数層に比べて低いことが示 されている。他方,社 会的側面 と自己実現的側面

については,逆 に勤続年数21-30年 層の重視度の高い傾向が示されている。また,勤 続年数

5年 以下の層では他の勤続年数層に比べて,社 会的側面の重視度が低 く,自 己実現的側面 の

重視度のやや高い傾向が示されている。勤続年数21-30年(年 齢に してほぼ40歳 台)の 中間

管理層の特質,お よび,勤 続年数5年 以下の若年層の特質が示 されているようである。 この

点を中心にさらに項 目別に見てみよう。

図5は 勤続年数別の各項 目の重視度を示 している。経済的側面(図5-1)で はどの勤続

年数層でも収入 と安定性が高 く重視されているが,勤 続年数21-30年 層の特徴は他の勤続年

数層 と比べて,収 入,安 定と休暇に対する重視度が低いことである。さほど不満,不 安のな

い収入が得 られていること,と 同時に仕事に打ち込んでいる状態,あ るいは打 ち込 まざるを

得ない状態を反映するものであろう。このような状態は広井(1977)の 人生周期説での第3

期後期 と第4期 前期の特徴に一致 していよう。なお,勤 続年数31年 以上の層では21-30年 の

層に比べて収入の重視度が高 くなっているが,こ れは退職後の生活を考慮 していることを示

す ものであろう。

社会的側面においてはどの勤続年数層でも人間関係が最 も重視されているが,21-30年 層
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の特徴は,人 間関係の重視度が他の勤続年数層 と比べてさらに高いことである。これは中間

管理層の置かれている立場,す なわち上役,部 下との関係において円滑に仕事を遂行すべき

立場を反映するものと考えられる。勤続年数5年 以下の層の特徴は,逆 に人間関係の重視度

が他の勤続年数層に比べてやや低いことである。これは最近の若年層の特質の一っを示す も

のではなかろうか。

自己実現的側面においても,21-30年 層と5年 以下の層に特徴が見 られる。21-30年 層で

は能力発揮の重視度得点が際だって高い。 これは職業的能力が蓄えられ,か つそれを発揮す

る機会にも他の勤続年数層に比べて恵まれていることを示す ものと思われる。他方,5年 以

下の層では性格 ・興味を生かせ られることに対す る重視度が高 くなっている。これは単 に経

験年数が少ないためか,あ るいは最近の若者の特質を示すものであろう。ところで,性 格 ・

興味を生かせることに対する重視度は勤続年数が増すにしたがって低下す る傾向がある。こ

のことからすると,上 の結果は最近の若者の特質を反映するものと言うよりも経験年数が少

ないことによる面が大きいと言えよう。

表2に 項 目の重視度順位を示 した。21年 一30年層を除 くと,上 位4位 まではどの勤続年数

層でも同一であり,収 入,安 定性,人 間関係,労 働環境の順とな っている。 しか し,21-30

年層では人間関係が第1位 に,収 入が第3位 になっている。このことは上述のように中間管

理層として人間関係がより切実に重視 されていること,そ れ故に収入の重視度は相対的に低

位に位置づけられていることを示唆する。なお,5年 以下の層で第5位 に福利施設が上が っ

ており,若 年層の特質が反映されているようである。

表2.勤 続年数別の重視度順位(上 位5項 目)

勤 続 年 数

順位 5年以下 6-10年 11-20年 21-30年 31年 以上

{⊥

9
自

OQ

4

『
Q

収 入

安 定 性

人間関係

労働環境

福 利

収 入

安 定 性

人間関係

労働環境

能力発揮

収 入

安 定 性

人間関係

労働環境

能力発揮

人間関係

安 定 性

収 入

能力発揮

労働環境

収 入

安 定 性

入間関係

労働環境

責任・達成

以上,職 場欲求を勤続年数別にみると,ど の勤続年数層でも経済的側面が最 も重視 されて

いることが示されたが,勤 続年数21-30年 層 と5年 以下の層に特徴が示された。21-30年 層

では他の勤続年数層に比べると社会的側面,特 に人聞関係の重視度が高 く,中 間管理層 とし

ての立場の特質が反映されているといえよう。また,こ の層では能力発揮への重視度が高く,

休暇への重視度が低いという特徴が示され,職 業的成熟期に達 した層の特徴を示すものと考



えられる。他方,5年 以下の層では,社 会的側面,特 に入間関係 の重視度が低 く,性 格 ・興

味を生かせるということへの重視度の高いことが示された。

1-3。 役職別からみた職場欲求

図6に 役割別にみた職場欲求の全体的傾向を示す。管理職 と一般職を比較すると,経 済的

側面では一般職の重視度が高 く,社 会的側面と自己実現的側面では管理職の重:視度が高いこ

とが示されている。図7に 各項 目の重視度を示す。経済的側面の内訳を見 ると,一 般職 では

管理職 と比べると収入,安 定性,休 暇 ・休憩 ・福利施設への重視度が高い。すなわち,一 般

職では管理職に比べて労働 による道具的価値がより重視されているといえる。管理職ではこ

のような道具的価値はすでにある程度獲得されていることが考えられる。

社会的側面の内訳を見 ると,い ずれの職でも人間関係が際だって重視 されているが,そ の

程度は管理職により強い。他方,協 力への重視度は一般職の方が高い傾向が見 られる。すな

わち管理職では管理対象 とするものとの人間関係,お よび管理対象間の人間関係を重視す る

のに対 して,一 般職では管理職に比べると協力が重視されており,こ こにも立場 の相違が反

映されているといえよう。人間関係 と協力 は一見同質のものと考え られるが,立 場,地 位 に

よって必ず しも同質のものではないということも考えなければならないことを示す ものと思

われる。

自己実現的側面の内訳を見ると,項 目重視順位の相違はないが,能 力発揮,達 成感,責 任

に対する重視度が管理職においてより高 くなっている。これは立場,地 位上の実現可能性 と

必要性を反映 しているものと考えられる。他方,性 格 ・興味,変 化では一般職の方がその重

視度が高い傾向がある。これは,年 齢と勤続年数の相違を反映す るものとも言えよう。 ここ

には,実 現可能性が高いか ら重視度が高まるのか,あ るいは実現可能性が低いか ら重視度が

高まるのかという問題がある。 このいずれの場合になるのかは,実 現可能性の程度および期

待に依存するものであろう◎実現可能性が自明のものであった り,す でに実現 されていると

それに対する重視度は低下することが考えられるし,ま た実現可能性が全 くなければそれに

対する欲求が生 じないということが考えられる。あるものを重視するか しないかにっ いて,

実現可能性あるいは期待水準を軸 としての閾値および判断基準 を想定することができよう。

項目別の重視度順位(表3の 左表)を 見ると,管 理職では,1人 間関係,2収 入,3安 定

性,4能 力発揮,5労 働環境 一般職では,1収 入,2安 定性,3人 間関係,4労 働環境,5

能力発揮となっており,1位 はそれぞれの地位,立 場での必要性を反映 しているもの といえ

る。

以上,役 職別にみるとそれぞれで何が満たされ,何 が必要とされているのか ということが

職場欲求に反映されているといえる6こ こでは,欲 求 として現れてくるか否かには,そ の対
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象の実現可能性および期待水準を含めて考える必要がある。

表3.役 職別(左 表),学 歴別(右 表)の 重視度順位(上 位5項 目)

役 職 学 歴

順位 管 理 職 一 般 職 順位 中学校卒 高 校 卒 大 学 卒

-占

2
nO

4
FD

人間関係

収 入

安 定 性

能力発揮

労働環境

収 入

安 定 性

人間関係

労働環境

能力発揮

1

2

3

4

5

収 入

安 定 性

入間関係

労働環境

休 暇

収 入

安 定 性

人間関係

労働環境

能力発揮

収 入

能力発揮

達 成

人間関係

安 定 性

1-4.学 歴別にみた職場欲求

図8に 学歴別にみた職場欲求の全体的傾向を示す。社会的側面の重視度は学歴によって相

違 はないが,経 済的側面の重視度 は学歴が上がるにしたがって減少 し,自 己実現的側面の重

視度は学歴が上がるにしたがって増加 している。これらの内訳を図9に 示す。

経済的側面については,学 歴の上昇にともなってほぼ全ての項目の重視度が減少 している。

社会的側面については,経 済的側面ほどに明 らかな相違は見 られないが,大 学卒業者 では人

間関係および協力の重視度が他に比べて低いことが示され,職 種の相違(事 務職 と技能職の

相違)あ るいは学歴による特質の相違が反映されているように思われる。自己実現的側面に

ついては,変 化を除 く全ての項目の重視度が学歴の上昇にともなって増加 している。 ここで

は特に経済的側面 と自己実現的側面において学歴による相違が示された。 ここには言 うまで

もなく個人による相違を考えなければならないが,全 体的にみると,経 済的側面にっいて は

その充足の程度が,ま た自己実現的側面にっいてはその実現可能性 と期待の程度がそれぞれ

の側面の重視度に直接的に関係 しているという姿が示 されているものといえよう。すなわち,

現実を基盤として,経 済的側面の重視度と自己実現的側面の重視度 との問に トレイ ド・オ フ

の関係が認められる。

なお,社 会的側面の重視度 についての学歴による相違はそれほど大 きく現れなかったが,

大学卒業者の人間関係,協 力,家 庭の重視度が他に比べて低いことは気になるところである。

項 目別の重視度順位(表3の 右表)を 見ると,中 学校卒業者と高校卒業者では4位 までの

順位に相違 はないが,高 校卒業者 と大学卒業者では2位 と5位 で安定性 と能力発揮が入れ替

わっている。 ここにも先に述べた充足度 と実現可能性が反映されているものと言えよう。な

お,大 学卒業者では人間関係の重視度が他に比べて低 くなっている。
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1-5.補 足:企 業規模別にみた職場欲求

図10に は企業規摸順位に職場欲求の全体的傾向を示 した。図のように規模が小さくなるに

したがって,経 済的側面の重視度は増加 し,社 会的側面および自己実現的側面の重視度 は減

少するという傾向が示 されている。各企業内部の細かい実情 は不明であるので,こ こでは得

られた結果を参考のために示すにとどめておく。
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大企業SK大 企業KS中 企業SKK中 企業OS

企業規模

図ユ0.企 業規模別:職 場欲求の各側面の重視度

1-6.ま とめ

企業従業員の職場欲求の全体的傾向として,経 済的側面が最 も重視されていることが明 ら

かになった。経済的側面が最 も重視 されていることは,勤 続年数,役 職 学歴,企 業規模 に

関わ らず変わらない。まず,働 くことを通 して生活の安定性を求めているということである。

また社会的側面の重視の程度には,勤 続年数,役 職,学 歴によってさほど大 きな違 いは見 ら

れなかった。他方,自 己実現的側面の重視の程度にっいては特に役職 学歴による相違が示

され,そ こには自己実現的側面と経済的側面の重視の程度との間での トレイ ドオフが示 され

た。この トレイ ドオフは経済的側面の充足程度あるいは必要悔,お よび自己実現的側面の実

現可能性あるいは期待水準 との関係で規定されているように思われる。なおこの他 勤続年

数から見ると21-30年 層の中間管理層が特に人間関係を重視 していること,逆 に,5年 以下

の若年層では人間関係の重視度が低いという特徴 も示された。
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2.企 業派遣短期大学生の職場欲求

ここで調査対象としたのは,前 述の鉄鋼関連企業4社 およびそれ ら以外の鉄鋼関連企業か

ら,工 業短期大学に派遣 された従業員である。前述の一般従業員と比較 して企業派遣生 の職

場欲求の実態を把握する。企業派遣生の職場欲求を明 らかにすることは,今 後の再教育制度

やキャリア開発制度を考える上で も重要である。

2-1.企 業派遣生の職場欲求の特性

図11に 先に検討 した企業従業員(昭 和60年 調査)と 企業派遣生(同60年 調査)の 職場欲求

の全体的傾向を示す。図のように社会的側面の重視度には相違は見 られないが,企 業派遣生

では経済的側面の重視度が低 く,自 己実現的側面の重視度が高いという傾向が示されている。

調査対象 とした一般従業員の平均年齢,平 均勤続年数はそれぞれ30歳10ヵ 月,11年10カ 月,

企業派遣生ではそれぞれ29歳3カ 月,11年6カ 月 とほぼ等 しい。勤続年数の範囲が企業派遣

生に該当す る勤続年数6-10年 および11-20年 の一般従業員の職場欲求の全体的傾向(先 の

図4)と 比較 しても上述 と同様の相違が見 られる。次にこの内訳を見る。
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点
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一般従業員 企業派遣生

図11.職 場欲求 の各側面の重視度

:一 般従業員と企業派遣生の比較(昭和60年 調査)

図12に 各側面内での項目別の重視度を示す。経済的側面全体では企業派遣生の方が一般従

業員より重視度が低かったのであるが,こ の主なる原因となっているのは,図 に示されてい
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るように安定性の重視度が低いことである。企業派遣生の安定性の重視度が低いことは,彼

らは派遣大学卒業後に企業に帰 った後の進路がある程度保証されていること'を反映 している

ものと考えられる。社会的側面では目立 った相違は示されていないが,企 業派遣生の方が人

間関係の重視度がやや高いことが示されている。自己実現的側面では企業派遣生の方が能力

発揮,責 任,仕 事における変化,性 格 ・興味,道 義性 とほぼ全ての項 目の重視度が高 い傾向

がある。これは,派 遣 されたことによって自己実現への動機づけが高まっていることを示す

ものと考えられるが,同 時に企業派遣生の本来の特性を含めて考える必要があろう。表4に

項目の重視度順位を示す。企業派遣生では安定性の順位が低下 し,能 力発揮の順位が上が っ

ていることは上述をさらに裏付けるものである。また,人 間関係の順位がやや高 くなってい

ることは企業派遣生の本来的特性を示す ものではないかと思われる。企業派遣生の本来的特

性も考慮すべきであるが,再 教育制度 としての大学への従業員の派遣制度には,自 己実現へ

の動機づけを高めるという働 きを認めてよいものと思われる。ただし,そ のような働 きは,

将来への安定性あるいは展望がある程度保証されていることを前提 とするものと考えられる。
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表4.各 調査対象の項目別重視度順位(上 位5項 目)

【

調 査 対 象

順位 企業従業員(S60) 企業派遣生(S60) 企業派遣生(S63)

1

2

2V

4

ド0

収 入

安 定 性

人間関係

労働環境

能力発揮

収 入

人間関係

能力発揮

安 定 性

労働環境

収 入

安 定 性

入間関係

労働環境

能力発揮達 成 感

2-2.企 業派遣生の職場の欲求の変化

ここでは経過年数 は少ないが,前 述の昭和60年 調査と同63年 調査の結果を比較検討す る。

いずれの調査 も1年 生の6月 に実施 し,平 均年齢 勤続年数 ともほぼ同 じである。図13に60

年調査 と63年調査の全体的傾向を示す。図のように自己実現的側面の変化は見 られないが,

63年調査では経済的側面の重視度がやや高 くなり,社 会的側面の重視度がやや低下 している。

この内訳を図14に 示す。

60年度調査結果 と比較すると63年度の調査結果の特徴は以下のとおりである。経済的側面

では特に安定性の重視度が高 くなってお り,逆 に能率給の重視度が低下 している(63年 度で

の能率給の重視度得点 は0で ある)。 これは最近の円高の影響による鉄鋼関連企業での急激

な合理化による将来への不安を反映するものと言えよう。また,労 働環境と福利の重視度 の

上昇傾向が示 されているが,企 業でのこれらの悪化は考えに くく意識あるいは目の付 けどこ

ろが変化 したととを示すものかも知れない。社会的側面では人間関係の重視度が低下 し,家

庭の重視度が上昇 している。職場での人聞関係よりも家庭を大切にしようとする意識変化を

示す ものであろう。また人間関係の重視度の低下はさらに作業用 ロボットの導入などによる

作業形態の変化を反映す るものでもあろう。自己実現的側面全体への重視度の変化 は見られ

ず派遣制度の効果は保たれているが,個 々の項目では変化が示 されている。達成感の重視度

が高 くなり,ま た性格 ・興味の重視度 もやや高 くなっている。これに対 して,責 任,変 化,

道義性の重視度が低 くなっている。ここにはある種の個人主義的傾向あるいは自己中心的傾

向を感 じ取ることができるとも言える。ただ し,サ ンプル数が十分ではないので社会的変化

あるいは世代間の相違のいつれを反映するものかはここでは断言で きない。なお,項 目の重

視度順位の変化をみると(先 の表4),安 定性と労働環境の順位が上昇 し,人 間関係 と能力

発揮の順位が低下 している。63年度企業派遣生の重視度順位は60年度調査の一般従業員の重

視度順位 と同 じものになっており,60年 度企業派遣生に比べるとその後の急激な合理化を反

映 し,現 実的な色彩が濃 くなっていると言えるようである。
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2-3.ま と め

以上,企 業派遣生の職場欲求の特徴は,60年 の調査時点では一般従業員 と比べ ると経済的

側面,そ の中でも安定性の重視度が低 く,自 己実現的側面,そ の中で も特 に能力発揮 の重視

度が高いというものであり,派 遣生ゆえの将来性 と動機づけの高まりが示唆された。 このこ

とは63年調査でも同様 と言える。 しか し,60年 度企業派遣生 と比べると,63年 の調査結果で

は企業派遣生 の経済的側面,特 に安定性の重視度が上昇 していた。これは,企 業にお ける急

激な合理化による不安を反映す るものであろう。また,社 会的側面では人聞関係の重視度が

低下 し家庭の重視度が上昇 していた。さらに,自 己実現的側面では達成感 と性格 ・興味 の重

視度が上昇 し,責 任,仕 事の変化,道 義性の重視度が低下 していた。ここには会社か ら家庭

重視への意識変化,お よびある種の個人主義的傾向への変化を想定することができよう。

V.考 察

1.職 場欲求に対する経済的,社 会的影響

以上,企 業一般従業員,企 業派遣生のいずれでも職場欲求において経済的側面 の占める割

合の高いことが示 された。さらに,企 業派遣生の昭和60年 か ら63年への変化に見 られたよ う

にこの間に経済的側面の重視度,特 に安定性の重視度がさらに高まっていることが示された。

M.S.ビ ルテス(1953)は,米 国で技術革新が急速 に進 められて いた1940年 代か ら50年 代 に

かけて安定欲求が広範に根深 く認められることを示 しており,こ れは雇用不安を反映す るも

のとされている。他方,労 働力の不足 していた1960年 代には安定欲求は強 く意識 されて はい

ないという(広 井,1977)。 これらは職場欲求の内,特 に経済的側面が経済的,社 会的変化 の

影響を敏感に受けることを示す ものと考えられる。

当研究で示された結果は,昭 和60年 に既に大 きな不況状態にあったわが国の鉄鋼関連企業

の特性,お よび最近の急激な合理化,雇 用形態の変化に伴 う不安を反映するものと考 えられ

る。

2.職 場欲求の階層性

企業一般従業員の項 目別重視度順位は,1.収 入,2.安 定性,3.人 間関係,4.労 働環境,

5.能 力発揮であった。1,2位 は生活を守るための経済的安定性,3,4位 は人間的,物 理的

な職場環境,5位 は自己実現に関わる。すなわち,ま ず生活の安定性の保証を重視 し,っ ぎ

に職場での労働を心理的,身 体的に安定 して安全に行えることを重視 し,こ れ らの後 に能力

発揮 という自己実現的側面 に目が向けられているものと言える。現在のわが国の製造行従業

員の欲求階層性を現すものと言えよう。
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3.職 場欲求の社会的側面の不変柱,お よび,経 済的側面 と自己実現的側面 との間 の トレイ

ドオフ。

職場欲求を側面別の重視度順から見 ると,上 述1の ように経済的側面が調査対象者の属性

に関わ らず最 も重視 されている。しか し,そ の重視の程度は調査対象者の属性 によ?て 変化

している。重視の程度が変化するもう一っの側面は自己実現的側面であった。他方,社 会的

側面の重視の程度は調査対象め属性によって大 きくは変化 していない。

勤続年数 に注目すると,勤 続年数21-30年 層では他の勤続年数層に比べて経済的側面の重

視度が低 く自己実現的側面の重視度が高かった。このことは役職別に見て も同様で,一 般職

に比べて管理職では経済的側面の重視度が低 く自己実現的側面の重視度が高い。また,学 歴

別に見て も,さ らに一般従業員と企業派遣生とを比較 しても同様であり,ま たさらに補足的

に示 した企業規模別に見て も同様の傾向が示されている。このように経済的側面の重視度が

低下すると,自 己実現的側面の重視度が上昇するという職場欲求の トレイ ドオフが示された。

経済的側面がある程度に充足される,あ るいは将来的にある程度の保証が与え られ ると,自

己実現的側面に職場欲求が向けられるという関係を考えることができる。社会的側面を係留

点 とした一つの軸上での職場欲求のダイナミックスを想定す ることができるかも知れない。

なお,自 己実現的側面のうちの如何なる方向に職場欲求が向けられるのかは立場 地位によ

`る実現可能性や期待水準および個入の価値観
,嗜 好に規定 されるものと考えなければな らな

いo

ところで,上 述の トイレドオフという法則性が示されなかったのは昭和60年 度の企業派遣

生 と63年度の企業派遣生 との間である。60年 度の企業派遣生に比べて,63年 度の企業派遣生

の経済的側面の重視度 は高 くなっていたのであるが,こ の変化 は自己実現的側面の重視度の

低下というかたちには現れず,社 会的側面(特 に人間関係)の 重視度が低下するという傾向

を示 した。経済的側面の重視度の低下 は経済的,社 会的変化を反映するものであろうが,社

会的側面の重視度の低下 は前述IV.2-2で 述べたように職場か ら家庭志向という意識 の変

化および作業用 ロボット導入の影響を示す ものと考えられ,今 後の検討課題の一っである。

4.社 会的側面内に見 られる属性間の相違

前述のように社会的側面の重視度は調査対象者の属性によって大きく変化することはなかっ

た。 しか し,社 会的側面内ではいくっかの相違が認あられた。

勤続年数21-30年 の層は他の勤続年数層 と比べて人間関係の重視度がきわめて高かった。

これは中間管理層の立場の特質を反映するものと考え られる。同様に,管 理職は一般職 と比

べて人間関係の重視度が高かった。これも地位,立 場上の必要性を反映するものであろう。

ただ し,管 理職の協力の重視度は一般職の重視度よりも低いことが示 され,人 間関係に対す
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る意識と協力に対する意識とは異なるものであることが示唆された。

逆 に,入 間関係の重視度の低かったのは学歴別にみたときの大学卒業者 と,勤 続年数別 に

みたときの5年 以下の若年層であった。若年層の人聞関係の重視度の低いことは最近の若者

の意識傾向,あ るいは職場以外での人間関係を求 めるという傾向を示す ものであろう。他方,

大学卒業者の人間関係の重視度の低いことも今後の検討課題の一っである。

5.自 己実現的側面 と従業員の大学派遣制度の関係

昭和60年 の調査結果,お よび63年 の調査結果双方 とも,一 般従業員に比べて企業派遣生 の

自己実現的側面の重視度が高いことを示 した。このことは大学への企業従業員の派遣制度が

自己実現的側面の重視度を高める働きがあることを示す ものと考えられる。ただ し,同 時 に

派遣される従業員が元来,自 己実現へより高い欲求をもっ者であるという可能性 も考慮 しな

ければならないであろう。ところで,60年 度の企業派遣生に比べると63年度の企業派遣生 は

経済的側面,特 に安定性の重視度が上昇 していた。これは60年以降の急速な合理化にともな

う不安を反映するものと考えられ,例 えば卒業後の配置替えに対する不安の声がよく聞かれ

る。また,社 会的側面では人間関係の重視度が低下 し,家 庭の重視度が上昇 していた。さ ら

に自己実現的側面内でも達成感と性格 ・興味の重視度が上昇 し,責 任,仕 事 の変化,道 義性

の重視度が低下 していた。ここには会社から家庭重視への意識の変化,お よび個人主義的傾

向がやや強まるという変化が示唆されている。人間関係の重視度の低下には作業ロボットの

導入に伴 う作業形態の変化という要因 も考えられる。このような変化の原因となる要因を明

らかにしていくとともに,企 業派遣生が職場 に戻 った後の職場欲求の変化を追跡 してい くこ

とも今後の重要な課題の一っである。

以上,当 調査は予備的なものであったが,特 に鉄鋼関連企業では経済的側面の重視度の高

いことが見いだされた。これは経済的,社 会的背景の変化を反映するものと考え られ る。 ま

た,職 場欲求に階層性のあることが示唆された。そして,社 会的側面を一っの係留点 として

経済的側面 と自己実現的側面との間にトレイ ドオフ関係のあることが示唆された。なお,社

会的側面においても人間関係の重視度が勤続年数,役 職,年 齢によって異なることも見いだ

された。さらに,企 業か らの大学への派遣制度は自己実現的側面の重視度を高めるという働

きが示唆 されたが,そ こにも経済的,社 会的な影響が見い出された。なお,当 研究 は予備的

な調査であったので今後に検討すべき問題が残されている。それは,質 問紙 の妥当性の検討,

職場欲求のカテゴリー化にっいての因子分析等による検討,異 なる業種 との比較検討,企 業

派遣生の職場欲求の追跡調査等である。これ らを踏まえた上で,職 場欲求の変化と相違 を規

定す る要因の明確化,職 場欲求の階層性 とトレイ ドオフの動的構造の明確化という今後の検
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付 表 以下の付表1,2に は本文 には採 り上 げなか ったが,参 考の ために工業短期大学生(男 子1年

生)お よび国立4年 制大学生(文 科系1年 生男子お よび女子)の データ も加 えて示 した。

付表1.職 場欲求の各項 目の選択率
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付表2.職 場欲求の各項目の重視度得点と各側面の重視度得点

属 性 一 般 派 遣 生1派 遣 生 短 大 生 4大 生 4大 生

従業員男子 男 子 男 子 男 子 女 子
調査年度 60年 60年 63年 63年 63年 63年
対象者数 604 57 41 50 46 23

項 目 得点 合計 得点 合計 得点 合計 得点 合計 得点 合計 得点 合計

経 収 入 2.78 2.96 3.15 3,06 2.04 1.00

済 安 定 性 2.39 1.56' 2.07 2.76 1.02 1.69

的 休暇 ・休憩 0.757.92 0.677.02 0.347.64 1.108.32 0.524.16 0.233.77

側 労働 環 境 1.44 1.42 1,59 1.12 0.67 0。85

面 福利 施 設 0.48 0.18 0.49 0.24 0.13 0.00

能 率 給 0.08 0.23 0.00 0.04 0.07 0.00

社 社会的評価 0.40 0.14 0.05 0.02 0.61 0.46

会 奉 仕 的 0.02 0.00 0.00 0.14 0.33 0.00

的 入 間関 係 2.263.54 2.463.34 1.732.90 1.582.62 1.673.24 1.923.92

側 家庭と両立 0.53 0.56 0.85 0.74 0.46 1.54

面 年 功 性 0.04 0.00 0.00 0.02 0.07 0.00

協 力 0.29 0.18 0.27 0.12 0.11 0.00・

自
己 責任 ・自律 0.68 0.79 0.56 0.16 0.37 0.23

実 達 成 感 0.75 0.72 1,56 0.78 1.63 0.92

現 能 力発 揮 1.223.51 1.704.65 1.564.45 0.744.06 1.937,24 1.547.30

的 変 化 0.12 0.44 0.02 0.48 0.15 0.15

側 性格 ・興味 α54 0.65 0.73 1.62 2.22 3.54
面 道 義 性 0.20 0.35 0.02 0.28 0.93 0.92
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付表3.職 場欲求の各項目の重視度得点と各側面の重視度得点:一 般従業員勤続年数別
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付表4,職 場欲求の各項目の重視度得点と各側面の重視度得点:役 職別および学歴別
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NEEDSINWORK:FOCUSINGONEMPLOYEEOFTHEIRONANDSTEEL

INDUSTRYANDT.HEEMPLOYEEDISPATCHEDTOAJUNIORCOLLEGE.OF

TECHNOLOGYINJAPAN

ToshiakiMIURA

ThepresentstudyattemptedtoclarifyneedsinworkofJapaneseemployeeofh℃nandsteel

industryfromthreeaspects;economicaspect,socialaspectandse匠actuahzationalaspect.In

Japan,thestructureofindustryhasbeenchangingandrationaH客ationincompanieshasbeenmade

sincetheoilcrisisin1972.Andespecianybecauseofrapid .raiseofyenpowersinceSeptember

1985,largescaledrationaHzationhlcompanieshasbeenmade.Theseinfluencesareespeciany

remarkableinironandsteelcompanies.

Theresearchwasperfbmledin1985and1988byaquestionnairemethod.Thesubjectswere

employeesofh℃nandstellcompaniesalldtheemployeesdispatchedtoajuniorcollegeof

technologyfbradvancededucation.

Theresultshowedthateconomicneedsaremostremarkable.Thisre且ectstheeconomicand

socialaf勧rsmentionedabove.Itwassuggestedthatthereisahierarchicalstructureinneeds

inwork,andalsosuggestedthatthereisatradeoffbetweeneconomicneedsandselfactualizational

needs,ma㎞gsocialneedsasananchorpo血t.Thetradeo仔wasshowninpro艶ssionalcareer,

prof6ssionalstatus,andeducationalbackground.Thoughtherewasfbupdnoremarkablediff6rence

insocialneeds,peedsforhumanrelationsofmiddlemanagementwerestrongerthaロ.other

employees.

ItwasshownthatselfactuahzationalneedsofemployeesdispatchedtoajuniorcoHegewere

strongerthanthoseofotheremployees.Itcanbesaidthatanef艶ctofdispatchingemployees

toacollegeonincreashlgselfactualizationalneedswasfbund.Here,itshouldbenoticedthat

the血 且uenceofeconomicandsocialchangeonthiseff6ctwasfblmd.

ThedynamicsoftradeoffbetweeneconomicneedsandselfactuaHzatio孕alneeds,andthe

influenceofeconomicandsocialaf〔airsontheeff6ctofdispatchingemployeesfbradvanced

educationawaitforfartherresearch.


